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研究成果の概要（和文）：本研究課題でブラックホール、銀河、星などの重要かつ新たな研究を

行ないました。私の研究成果により、赤外線の詳しい観測で埋もれているブラックホールの特

性は簡単に解明することができます。また、近傍の爆発的星生成銀河の最も詳細な分布が描き

出されました。日本のすばる望遠鏡、あかりとすざく衛星などを利用し、様々な新しい研究を

行いました。これらの研究成果は、様々なプレスリリースで発表されました。 

 
研究成果の概要（英文）：The award of the kakenhi has helped me to make important new research 
on black holes, galaxies and stars. Based upon my work, accurate measurements of the 
infrared light can now be used to study the intrinsic black hole properties easily. I 
have also obtained the most accurate images of dust from dying stars in the nearest galaxy 
where active star-formation is occurring. I have been able to carry out several new studies 
using Japan's Subaru, Akari and Suzaku telescopes, in combination with other new 
telescopes around the world. My work has also been publicized in press releases. 
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１．研究開始当初の背景 
これまで研究の対象はブラックホールだけ
でした。科研費を応募する際、日本の最高の
観測技術を使って、自分の研究の分野を広げ
ることを目的としました。 
 
２．研究の目的 
本提案の目的はすばるを使って他の銀河中
心の赤外線特性を調べることです。銀河の高

い分布の中間赤外線観測はこれまであまり
行われていません。日本のすばるに搭載され
ている中間赤外線カメラは他の宇宙望遠鏡
より鮮明な像をとらえることができるため、
赤外線の詳細観測が可能です。 
 
３．研究の方法 
日本のすばる望遠鏡を使うため、4日間の観
測時間の応募をしました。すばるは世界の北
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半球にあるもっとも大きい中間赤外線望遠
鏡の中で 1つです。 電波放射で明るい近傍
銀河の観測をすばるで実施しました。更に他
の望遠鏡（例えば、すざく、あかり、ハッブ
ル、VLT など）のデータ収集と解析を実施し
ました。 
 
４．研究成果 
私の研究は科学研究費補助金により大いに
発展しました。当初の計画は「すばる望遠鏡」
の観測により論文執筆を行うことでした。宇
宙に存在している巨大なブラックホールは
ほとんどガスとダ ストで埋もれているので
ブラックホールの研究は以前から大きな問
題です。固着しているブラックホールのエネ
ルギーは周りのダストを温めダストは赤外
線で明るく見えます。これは私の研究結果で
す。 
 
このダストの起源は、銀河にある死んでいる
星だと考察しています。私の他の研究につい
て、近傍の爆発的星生成銀河 M８２の観測を
実施しました。この観測により、温められた
ダストからの赤外線放射について、これまで
でもっとも詳細な分布が描き出されました
（図 1）。この図で生まれたばかりの星と現在
死んでいる星の位置が分かります。この成果
は国立天文台とイギリスのブリストル大学
からのプレスリリースで発表されました： 
http://www.naoj.org/Pressrelease/2011/0
3/07/j_index.html 
http://www.bris.ac.uk/news/2011/7524.ht
ml 
 
当初の計画から発展した研究として NASA の
WISE 赤外線衛星望遠鏡により銀河系内のブ
ラックホールのジェットの最大の流束密度
を発見しプレスリリースに掲載されました。
研究内容について、ブラックホールのエネル
ギーの影響で光の速さで向かう加速した物
質（または、ジェット）の観測を実施しまし
た（図 2）。新たなデータを使って、地球表面
の磁場の 3万倍にも及ぶブラックホールの磁
場を最も精度よく測定することも可能にし
ました。プレスリリースは、NASA や宇宙科学
研究所をはじめ、海外の大学等から発表され
ました： 
 
http://www.nasa.gov/mission_pages/WISE/
news/wise20110920.html 
http://www.isas.ac.jp/j/topics/topics/2
011/0922.shtml 
http://www2.le.ac.uk/offices/press/pres
s-releases/2011/september/nasas-wise-mi
ssion-captures-black-holes-wildly-flari
ng-jet 
http://www.astronomie.nl/nieuws/2256/wi

se-telescoop_ziet_de_flikkerende_jet_va
n_een_zwart_gat.html 
http://www.faulkes-telescope.com/news/2
414 
 
2012 年は私の研究を恒星進化論の領域にも
広げることができました。NASA の WISE 衛星
を利用して、2億 6千万個の天体のデータの
中から一つの奇妙な天体を見つけました（図
3）。この天体は、もしかすると今からおよ
そ 50 億年後に、我々の太陽に起きる突発的
なガスやダストの噴出現象かもしれません。
宇宙科学研究所の赤外線グループと行った
研究成果を 4月末に NASA と宇宙科学研究所
からプレスリリースで発表しました： 
http://www.nasa.gov/mission_pages/WISE/
news/wise_20120426.html 
http://www.isas.jaxa.jp/j/topics/topics
/2012/0427.shtml 

 

 

図 1：ブラックホール連星系とそこから吹き
出すジェットの想像図 (c)NASA 
 
 

 

図 2：すばる望遠鏡による中間赤外線画像 
(赤)、ハッブル宇宙望遠鏡による近赤外線画
像 (緑)、およびチャンドラ衛星の X線画像 
(青) を合成した M82 中心部の疑似カラー
画像。中間赤外線放射は星生成によって温め
られたダストからの放射に、近赤外線放射は
可視光線でも存在が確認できる星の位置に、
X線放射はきわめて高温なガスからの放射に
対応します。星からの放射が見られない場所



でも実際に激しい星生成活動が生じ、中間赤
外線では明るく輝いているということが分
かります。 

 

図 3：左上のオレンジ色に輝く星が今回 WISE
で発見した天体です。この赤外線画像は、
WISE 12, 22 マイクロメートルのデータをそ
れぞれ緑と赤、IRAS 12 マイクロメートルの
データを青として三色合成したもので、15 年
間の技術の進歩を反映して WISE の画像の
方がずっとシャープに星を映し出していま
す。明るい星の周囲には青く広がる光芒がみ
られ、1983 年に IRAS も観測していたことが
わかりますが、WISE の天体 だけは IRAS で
見えておらず、最近になって急激に明るくな
ったことがわかります（上左側のオレンジ色
の明るい天体です）。 
（画像は NASA/JPL-Caltech 提供） 
 
ここ数年のうちに新規で「すざく」、岡山、
VLT、ハーシェル等様々な望遠鏡の 
観測提案が受理され、観測時間を獲得しまし
た。現在データ分析を 行ってお 
り、今後も執筆した論文が出版される予定で
す。今後も日本の天文学者と共同研 
究を続け、日本社会になんらかの貢献ができ
ればと思っており ます。 
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〔その他〕 
ホームページ等 
私のホームページで私の研究成果が詳しく
分かります： 
http://www.astro.isas.jaxa.jp/~pgandhi 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

 ガンディ ポシャック（GANDHI POSHAK） 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構・宇宙

科学研究所・研究員 

 研究者番号：30525407 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


